■補足説明資料
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	氏名（所属）
	野津厚（港湾空港技術研究所）、nozu@pari.go.jp・046-844-5058

	(1)計算モデル
	・T31～T32まで（解析コードが深さ0kmの震源に対応していないためT33は未提出です）

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・離散化波数法
・ソフト：港空研資料No.1037の公開プログラム（bouchon33.f）
・作成者：野津厚（2002年）

	(3)参考文献
	・野津厚：水平成層構造の地震波動場を計算するプログラムの開発－周波数に虚部を含む離散化波数法の計算精度－，港湾空港技術研究所資料，No.1037，2002年．

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・0～5Hz

・0.02秒刻みで計算し，周波数領域の補間で0.01秒刻みにして提出．

	(5)平行成層地盤
	・R/Tマトリクス


	(6)波数積分法
	・極や分岐点に関しては，振動数に虚部を導入（Phinneyの方法）し（negative imaginary），減衰のある媒質の場合にはS波速度，P波速度にも虚部を導入して（positive imaginary），波数の鉛直成分を常に第四象限に存在させることで対応．
・震源が浅い場合や遠い場合の特段の対応は行っていない．

	(7)点震源のモデル化（ステップ３の場合）
	・ダブルカップル震源の導入方法
un(x,ξ,ω)=Mpq(ω)×∂Gnp(x,ξ,ω)/ ∂ξq
の式に従って計算するが（ここにxは観測点座標，ξは震源の座標），右辺の偏微分のうち，ξ1，ξ2に関する微分は数値的に実施し，ξ3に関する微分は解析的に実施．

・滑り速度関数は理論解を使用．公開プログラムはガウス分布関数型の滑り速度時間関数に対応していなかったのでその点の手直しを行った．

	(8)面震源のモデル化（ステップ４の場合）
	

	(9)減衰の導入法
	・減衰のある媒質の場合に限りS波速度，P波速度に虚部を導入．

・公開プログラムはconstant-Qのみに対応していたのでその点の手直しを行った．

	(10)提出波形に施した波形処理
	・周波数刻みを0.02秒→0.01秒とするために周波数領域で補間．

	(11)その他
	


